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＜2030年の SDGs達成に向けた経営方針等＞ 

「技術力・機動力・人間力を高めて顧客の信頼にこたえる」を経営理念とし、建設工事を通じて都

市機能の改善、向上に貢献する他、誰もが働きやすい就業環境の整備、環境に配慮した経営の

推進に取り組むことで SDGsの実現を目指してまいります。 

 

＜今期の SDGsに関する重点的な取組，指標及び実績＞ 

三側面 取組の状況 前期の指標 実績 

環境 

☐社会 

☐経済 

建設廃棄物は分別の徹底や再資源化業者へ

の適正な引き渡しを実施。事業所ごみはﾍﾟｰﾊﾟ

ｰﾚｽ化の推進等に取り組んだ。 

2026 年 1 月時点で、事

業所ごみを現状比 30％

削減する。 

社員の意識定着や運用

面に課題が残り、未達成 

☐環境 

社会 

☐経済 

地域社会の貢献活動として、清掃作業や交通

事故防止活動、公共設備の整備作業等を実

施。 

寄付、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動等

の社会貢献活動を年間

10回以上実施する。 

毎年 10 回以上活動を行

い、達成 

☐環境 

☐社会 

経済 

女性の相談員を配置し、相談しやすい環境を

整備。 

2024 年１月までにﾒﾝﾀﾙ

ﾍﾙｽ、女性専用相談窓

口を設置する。 

ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ、女性専用相談

窓口設置済 

・ 「取組の状況」には，前回登録申請した際の重点的な取組の実施状況やと指標の達成状況を記載してくだ

さい。指標が未達成の場合は，その理由等も記載してください。 

 

＜今期の評価＞ 

環境面では、３Ｒの推進に取り組んだものの事業所ごみの削減目標は達成に至らず、取組み方法や

運用面に課題が残った。一方、社会面および経済面においては、地域貢献活動の継続実施や相談

体制の整備を着実に進め、設定した指標を達成することができた。 

・ ＳＤＧｓの取組全体について，今期の振り返りや来期の展望などを記載してください。 

 

＜次期の SDGs達成に向けての重点的な取組，及び指標＞ 

三側面 SDGsに関する重点的な取組 
指標 

（更新時に向けた数値目標） 

環境 

☐社会 

☐経済 

建設現場および事業所における省エネルギーの推

進 

2029年 1月までに、事業所の電力

使用量を基準年度比で 10％削減

する。 

☐環境 

社会 

☐経済 

地域と連携した安全・安心なまちづくりへの貢献 
清掃、交通安全等の地域貢献活

動を、年間 10回以上実施する。 

☐環境 

☐社会 

経済 

誰もが働きやすい職場環境づくりの推進（多様性・

健康配慮） 

2029年 1月までに、全社員を対象

としたﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ･ﾊﾗｽﾒﾝﾄに関する

研修を年 1回以上実施する。 

・ 「SDGs に関する重点的な取組」には環境・社会・経済の三側面の全てについて，重点的な取組みを記載し

てください。なお，取組みが複数の分野に該当する場合は，それぞれの分野にチェックを入れてください。 

・ 「指標（更新時に向けた数値目標）」には，それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に，更新

時までの数値目標を記載してください。 

 
＜ＳＤＧｓ達成に向けてのパートナーシップ＞ 

未来の担い手育成に寄与する為、教育機関等へ寄付の実施やインターンシップ等に取り組んで

います。また、地域金融機関とも連携し、ＳＤＧｓ推進状況の進捗管理に取り組み、必要に応じた

ソリューションを実践してまいります。 

・ 「パートナーシップ」には，企業や NPO法人，行政など関係機関との連携があれば記載してください。 


